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>日 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間
月・火・木 ・・・・・・・・・・・。10～ 20時

水・金 ・・・・・・・・・・・・・・・。13～20時

第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・・閉室

第1、 第3、 第5土曜日 ・・・10～ 18時

学生部ムスタン遠征隊2004登山報告
隊長 和田 岳史

隊長=和田岳史(23歳・千葉大)、 副隊長=吉永岳央 (23歳・早大)、 加藤健一
郎 (23歳 ・立大)、 柴田由布子 (22歳・学習院大)、 古関光浩 (19歳 ・早大)

ネ
パ
ー
ル

・
ム
ス
タ
ン
地
区
ダ
モ
ダ

ー
ル
ヒ
マ
ー
ル
の
未
踏
峰
Ｃ
ｈ
ｈ
ｉ

ｖ

Ｈ
ｉ

ｍ
ａ
ｌ

（６
６
５
０
属
、
以
降
チ

ー
ブ
ヒ
マ
ー
ル
と
表
記
）
の
初
登
項
を

目
指
し
て
い
た
学
生
部
登
山
隊
は
、
９

月
１８
日
に
隊
員
４
名
が
登
頂
し
、

１０
月

３
日
に
全
員
帰
国
し
た
。

８
月
１８
日
に
先
発
２
名
が
、

２５
日
に

３
名
が
ネ
パ
ー
ル
入
り
し
、
登
山
準
備

を
開
始
し
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
準
備

後
、
ポ
カ
ラ
を
経
由
し
て
、
ム
ス
タ
ン

ト
レ
ッ
ク
の
拠
点
と
な
る
ジ
ョ
ム
ソ
ン

よ
リ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
す
る
。
同
地

区
で
の
荷
物
輸
送
の
主
力
と
な
る
ロ
バ

を
引
き
連
れ
、
４
０
０
０
屑
級
の
峠
を

複
数
越
え
な
が
ら
、
古
都
ロ
ー
マ
ン
タ

ン
ヘ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
を
ツ
ァ
ー
ラ
ン

ま
で
進
む
。
こ
こ
か
ら
メ
イ
ン
ル
ー
ト

を
離
れ
、
進
路
を
東
へ
、
ナ
ム
タ
コ
ー

ラ
源
頭
氷
河
を
目
指
す
。
最
高
で
５
４

０
０
口
川
に
も
な
る
峠
を
、
頭
痛
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
い
く
つ
も
越
え
て
行
き
、

９
月
８
日
、
Ｂ
Ｃ

（５
２
５
０
屑
）
建

設
。
こ
れ
よ
り
氷
河
左
岸
の
砂
礫
帯
を

伝

っ
て
上
流
を
目
指
し
、
９
月
１１
日
、

５
６
５
０
層
地
点
に
Ｃ
ｌ
を
建
設
。
Ｃ

ｌ
か
ら
は
対
岸
の
ク
ム
ル
ン
ヒ
マ
ー
ル

（６
３
８
０
属
）
の
絶
壁
を
眺
め
な
が

ら
氷
河
を
横
断
し
右
岸
へ
。
こ
こ
ま
で

来
て
や
っ
と
、
目
指
す
チ
ー
ブ
ヒ
マ
ー

ル
が
視
界
に
入
る
。
右
岸
に
は
見
事
に

サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
が
発
達
し
て
お
り
、

我
々
を
目
的
の
場
所
へ
と
快
適
に
導
い

て
く
れ
た
。
サ
リ
ブ
ン

（６
３
２
８

層
）
を
左
に
回
り
込
み
、
同
峰
と
チ
ー

ブ
ヒ
マ
ー
ル
と
の
間
の
コ
ル
に
Ｃ
２

（６
１
７
０
属

ｏ
９
月
１５
日
）
を
建
設

し
た
。
こ
こ
を
拠
点
に
チ
ー
ブ
ヒ
マ
ー

ル
は
北
東
稜
か
ら
、
サ
リ
ブ
ン
は
南
稜

か
ら
の
登
項
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
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先
に
チ
ー
ブ
ヒ
マ
ー
ル
を
片
付
け
る
こ

と
に
決
め
、

１６
日
に
取
り
付
い
た
。
ル

ー
ト
は
岩
と
氷
の
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
始
ま

り
、
岩
稜
、
雪
稜
、
急
雪
壁
と
変
化
が

あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
。
天
候
は
芳
し
く

な
い
が
、
雲
の
切
れ
間
に
ダ
モ
ダ
ー
ル

ヒ
マ
ー
ル
の
主
峰
、
ク
ム
ジ
ュ
ン
ガ
ー

ル

（６
７
５
９
属
）
が
馬
の
背
の
よ
う

な
容
姿
を
見
せ
、
中
国
領
の
カ
ッ
プ
ヒ

マ
ー
ル
が
そ
の
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
山
頂
を

輝
か
せ
て
い
た
。
初
日
は
６
４
０
０
口
川

地
点
ま
で
。
翌
１７
日
、
天
気
は
昨
日
よ

り
も
さ
ら
に
悪
く
な

っ
て
い
る
が
、
５

人
全
員
で
チ
ー
ブ
ヒ
マ
ー
ル
を
ア
タ
ッ

ク
す
る
。
昨
日
の
最
高
到
達
点
か
ら
緩

や
か
な
雪
稜
を
辿
り
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ

か
ら
巨
大
な
雪
庇
を
持

っ
た
雪
壁
を
登

る
。
高
度
計
は
す
で
に
６
６
０
０
属
近

く
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
雪

庇
の
上
が
山
項
な
の
だ
ろ
う
と
期
待
し

な
が
ら
ロ
ー
プ
を
伸
ば
し
て
い
く
。
し

か
し
、
リ
ッ
ジ
に
上
が
っ
て
み
る
と
ま

だ
緩
や
か
な
稜
線
が
続
い
て
お
り
、
さ

ら
に
先
に
は
こ
れ
ま
た
巨
大
な
雪
庇
を

持

っ
た
ピ
ー
ク
が
前
方
に
答
え
立

っ
て

い
た
。
こ
こ
ま
で
で
、
持
参
し
た
フ
ィ

ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
、
ス
ノ
ー
バ
ー
は
全
て

使
い
切

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
た
。
悪
天
が
そ

の
ピ
ー
ク
を
さ
ら
に
巨
大
に
見
せ
、
そ

の
夜
は
絶
望
的
な
雰
囲
気
の
ま
ま
眠
る

こ
と
に
な
っ
た
。

１８
日
、
隊
員
の
１
名
が
体
調
の
不
良

を
訴
え
テ
ン
ト
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。

残
念
だ
が
、
残
り
４
名
で
昨
日
ま
で
に

設
置
し
た
ロ
ー
プ
を
辿
る
。
昨
日
の
最

高
到
達
地
点
か
ら
さ
ら
に
２
０
０
属
以

上
ロ
ー
プ
が
必
要
に
な
り
そ
う
な
の
で
、

ル
ー
ト
下
部
で
比
較
的
安
全
と
思
わ
れ

る
ピ

ッ
チ
の
ロ
ー
プ
、
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ

ン
を
回
収
し
な
が
ら
登

っ
て
い
く
。
天

候
は
昨
日
同
様
悪
く
、
風
が
強
い
の
で

非
常
に
寒
く
感
じ
る
。
昨
日
の
最
高
到

達
点
よ
り
刃
渡
り
状
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
、

そ
し
て
雪
庇
の
脇
の
雪
壁
を
登

っ
て
い

く
。
２
ピ

ッ
チ
で
少
々
広
い
ピ
ー
ク
に

出
る
、
こ
れ
が
山
頂
だ

っ
た

（１３
時
１５

分
）
。
初
登
頂
と
い
う
意
義
を
感
じ
る

よ
り
も
、
隊
員
全
員
に
と
っ
て
の
初
め

て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
峰
な
の
で
、
み
な
興
奮

し
な
が
ら
記
念
写
真
を
と
り
、
下
山
し

た
。１９

日
、
今
日
は
サ
リ
ブ
ン
を
全
員
で

登
る
こ
と
に
す
る
。
昨
日
ま
で
工
作
の

ト
ッ
プ
に
立

っ
て
い
な
か
っ
た
者
に
工

作
を
任
せ
、
残
り
の
者
た
ち
は
ル
ー
ト

が
概
ね
で
き
上
が
る
ま
で
Ｃ
２
か
ら
そ

の
様
子
を
眺
め
る
。
昨
日
ま
で
反
対
側

の
チ
ー
ブ
ヒ
マ
ー
ル
か
ら
そ
の
ル
ー
ト

の
全
容
が
見
え
て
い
る
の
で
、
今
日
は

安
心
だ
。
ル
ー
ト
は
雪
壁
か
ら
雪
稜
、

氷
混
じ
り
の
雪
壁
の
ト
ラ
バ
ー
ス
か
ら

緩
い
リ
ッ
ジ
、
そ
し
て
頂
上
直
下
の
次

第
に
傾
斜
を
ゆ
る
め
て
い
く
雪
面
と
な

っ
て
い
る
。

１２
時
３０
分
、
大
き
な
問
題

も
な
く
５
名
全
員
が
新
ル
ー
ト
か
ら
の

第
２
登
を
果
た
し
た
。

２２
日
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
、
バ
ッ
ク
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
。
帰
路
は
往
路
と
は

別
の
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
左
岸
の
道
を
辿
り
、

ジ
ョ
ム
ソ
ン
ヘ
と
帰

っ
た
。
９
月
末
、

カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
で
は
バ
ン
ダ

（ゼ
ネ

ス
ト
）
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、

１０
月
３
日

全
員
で
帰
国
。

今
回
は
現
役
の
大
学
生
だ
け
で
隊
を

構
成
し
た
が
、
各
々
が
国
内
に
お
い
て

そ
れ
ほ
ど
先
鋭
的
で
困
難
な
登
山
を
行

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
昔
な
が
ら

の
基
本
的
な
合
宿

（そ
れ
で
も
数
十
年

前
の
方
々
か
ら
見
れ
ば
お
粗
末
な
）
を

土
台
に
訓
練
を
重
ね
て
き
た
者
た
ち
で

あ
る
。
登
山
歴
数
年
と
い
う
者
で
も
、

過
去
の
登
山
者
が
導
き
出
し
て
き
た
経

験
則
を
利
用
す
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
結

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
今
回
の
登
山
は
示
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
遠
征
と
い
う
と
非
常

に
大
掛
か
り
で
大
変
そ
う
だ
と
い
う
先

入
観
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
個
人
ベ
ー

ス
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
登
山
が
行
い
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
思
い
立

っ
た

こ
と
を
実
行
に
移
す
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
の
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、
誰
に
で
も
憧

れ
の
場
所
に
立
つ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

い
え
る
。

今
回
の
遠
征
に
際
し
、
日
本
山
岳
会

か
ら
は
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
認
定

し
て
い
た
だ
き
、
多
大
な
る
資
金
的
な

援
助
を
い
た
だ
い
た
。
学
生
だ
け
の
隊

ゆ
え
多
く
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
隊
を
送
り
出
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
今
後
も
学
生
部
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

チーブヒマール

(2)
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ホウリーの

ラヤ取材集大成

江本 嘉伸

ヒマ

チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
を
８
時
間
で
登

っ
た

と
い
う
米
青
年
が
、
誇
ら
し
気
に
書
い
て

い
る
。
「私
の
記
録
が
８
千
口川
の
ス
ピ
ー
ド

世
界
記
録
で
あ
る
こ
と
が
リ
ズ

・
ホ
ウ
リ

ー
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
た
」
（１０
月
２９
日

「∪
く
のお
∽け
Ｚ
①ｌ
の
〇
〇
８
」）
。

エ
リ
ザ
ベ
ス

・
ホ
ウ
リ
ー
は
記
録
の

″認
定
者
″
と
も
な

っ
た
よ
う
だ
。
カ
ト

マ
ン
ズ
に
住
ん
で
４４
年
、
あ
ら
ゆ
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
を
取
材
し
、
記
録
し
続
け
て
き

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
１
９
２
３
年
１１
月

９
日
シ
カ
ゴ
生
ま
れ
、
と
い
う
か
ら
８１
歳

に
な
る
。

彼
女
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
仕
事
が
デ

ー
タ
ベ
ー
ス

『ロデ
①
Ｕ
Ｘ
ｏ
①Ｑ〓
〇●
＞
『０〓
く①∽

ｏｈ
口
ヾ
３
①，
口
”ユ
①Ч』
と
い
う
Ｃ
Ｄ
に
な

っ
て
１０
月
、
発
売
さ
れ
た
。
山
名
、
登
山

者
、
登
山
隊
、
国
籍
、
シ
ー
ズ
ン
、
遭
難

な
ど
か
ら
検
索
で
き
る
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
の
登
山
記
録
の
集
大
成
、
ま
さ
に

「ヒ
マ
ラ
ヤ
生
き
字
引
」
の
仕
事
で
あ
る
。

ホ
ウ
リ
ー
女
史
と
初
め
て
会

っ
た
の
は
、

１
９
７
５
年
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
日
本
女
子

登
山
隊
に
同
行
取
材
し
た
時
だ
が
、
そ
の

時
は
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
現
地
通
信
員
の
肩

書
き
だ

っ
た
。
す
で
に
１５
年
カ
ト
マ
ン
ズ

暮
ら
し
を
し
て
い
て
ベ
テ
ラ
ン
の
風
格
だ

っ
た
。

１
９
９
５
年
に
来
日
し
た
際
、
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
の
機
会
が
あ
り
、
山
を
仕
事
の
場

と
す
る
同
業
者
と
し
て
興
味
深
く
話
を
聞

い
た
。

ホ
ウ
リ
ー
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、

本
人
は
山
な
ど
登

っ
た
こ
と
も
な
い
、
と

い
う
点
だ
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
卒
業
し
た
ホ
ウ
リ
ー

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
初
舞
台
は
、

１
９
４
６
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

『
フ
オ

ー
チ

ュ
ン
』
誌
で
報
道
と
調
査
を
あ
わ
せ

た
仕
事
だ

っ
た
。

１１
年
間
働
き

「ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
」
た

め
同
誌
を
や
め
、
旅
に
出
た
。
列
車
、
バ

ス
を

で
き
る
だ
け
使
う

「地
表
を
た
ど

る
」
旅
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
両
親
と
ウ
ィ
ー

ン
で
過
ご
し
、
列
車
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

ヘ
。
中
東
を
知
り
た
く
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

ア
ラ
ブ
諸
国
、
イ
ラ
ン
と
ま
わ
る
。

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
に
出
て
、
か
つ
て
の
職
場
の
支
局
長
に

次
は
ど
こ
へ
？
と
問
か
れ
て

「カ
ト
マ

ン
ズ
」
と
答
え
て
い
た
。

ラ
ナ

一
族
の
専
制
政
治
か
ら
王
政
復
古

し
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
１
９
５
９
年
２
月
、

新
憲
法
の
下
、
初
の
総
選
挙
が
行
な
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
に
い
た

の
は
１０
日
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
政
治
的
に

開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
国
に
ホ
ウ

リ
ー
は
深
い
関
心
を
持

っ
た
。
そ
し
て

「山
を
見
る
こ
と
も
好
き
に
な
っ
た
」
。

香
港
か
ら
大
阪
、
京
都
、
東
京
、
横
浜

と
め
ぐ
り
、
船
で
帰
米
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

・

ゲ
ー
ト
に
入

っ
た
時
、
「こ
こ
は
い
い
国

だ
が
、
ほ
ん
と
う
の
世
界
で
は
な
い
」
と
、

感
じ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
、
近

代
化
へ
の
移
行
期
の
時
期
に
あ
り
、
い
い

人
た
ち
が
い
る
国
、
そ
れ
が
ネ
パ
ー
ル
だ

っ
た
。
１
９
６
０
年
９
月
、
ホ
ウ
リ
ー
は

再
び
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
か
い
、
以
後
、
そ

の
地
に
住
み
つ
い
た
。

タ
イ
ム

・
ラ
イ
フ
社
の
臨
時
通
信
員
と

な
っ
た
ホ
ウ
リ
ー
は
、
登
山
が
国
際
的
に

重
要
な
も
の
、
と
知
る
。
幸
い
ポ
カ
ラ
に

滞
在
し
て
い
た
登
山
経
験
豊
か
な
英
国
大

使
館
の
軍
ア
タ
ッ
シ
ェ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

・

ロ
バ
ー
ツ

（ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
は
じ
め
て

導
入
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
）
と
知
り

合
い
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

１
９
６
２
年
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
籍
を

移
し
た
ホ
ウ
リ
ー
は
、
以
後
あ
ら
ゆ
る
登

山
隊
の
取
材
を
開
始
し
た
。

「最
初
の
取

材
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
合
同
隊
の
ギ

ャ
チ
ュ
ン
カ
ン
で
し
た
」
。

２
度
目
の
取
材
は
、

６３
年
春
、
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
西
稜
を
め
ざ
す
ア
メ
リ
カ
隊
で
、

ア
メ
リ
カ
で
は
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

ホ
ウ
リ
ー
の
取
材
は
、
綿
密
だ
。
ど
ん

な
登
山
隊
も
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
い
た
以
上
、

彼
女
の
取
材
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
不
可
能

だ
。
「ホ
テ
ル
に
着
い
た
時
は
、
ど
こ
か

ら
聞
き
出
す
の
か
、
す
ぐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
に
や
っ
て
来
る
。
非
常
に
熱
心
に
デ
ー

タ
を
聞
き
た
が
り
、
仕
事
ぶ
り
に
頭
が
下

が
り
ま
す
」
と
、
最
近
、
８
千
口川峰
に
登

り
、
取
材
を
受
け
た
女
性
登
山
家
は
言
っ

て
い
た
。

チ
ベ
ッ
ト
が
解
禁
さ
れ
、
カ
ト
マ
ン
ズ

経
由
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
、
チ
ョ
ー

・
オ
ユ

ー
登
山
が
可
能
に
な
る
と
、
北
側
か
ら
ア

タ
ッ
ク
し
た
隊
の
成
果
を
知
る
た
め
、
ホ

ウ
リ
ー
は
取
材
範
囲
を
広
げ
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
暮
ら
し
４４
年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
に
関
わ
る
、
全
記
録
が
こ
の
よ
う
に

し
て
豊
か
な
デ
ー
タ
に
集
積
し
た
。

「素
晴
ら
し
い
登
山
家
は
、
正
直
で
す

ね
」
と
い
う
の
が
、
長
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
取

材
の
感
想
。
日
本
人
で
は
加
藤
保
男
、
植

村
直
己
な
ど
が
印
象
に
残
る
、
と
こ
の
時

は
聞
い
た
。

エリザベス 0ホウリー女史
95年 、江本撮影

(3)
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は210km超 になる。分水嶺上に登山道があるのは45

km(44%)であり、残りは藪こぎの連続である。

3月 下旬から残雪期の4月 中旬まで 5回試登を実施

し、最終実施計画案を修正して支部総会に諮り、9月

末まで分水嶺踏査を15回、踏査距離約72km(58%)

を延べ93名 が歩いている。10月 以降に 3回の踏査を

実施し、今年中に踏査距離90km(72%)ま で延長し、

残り35kmは来年 3月 中旬から4月下旬の残雪期に踏

査を予定している。

実際に歩いてみると、20m以上の垂直な岸壁に阻ま

れ撤退、再度ルートエ作せざるを得なかったこともあ

った。地元で「熊の棲」と言われている番城山では、

2mを超える密生したチシマザサに悪戦苦闘の藪こぎ

で、200轟進むのに2時間を要する始末。さらにそこ

らじゅうに熊の糞があり、呼子を吹きながらの踏査で

あった。また、栗子山では、密生した雑木林のおかげ

で、平坦な山項の判別に苦労させられた。つい30年前

まで人馬の往来していた峠道は、車社会の進展により

荒廃、今では峠の名称さえ忘れ去られ、分水嶺上に往

時の面影をわずかに残すのみであった。

特に心を動かされたのは水中分水点の横川堰 (旧

名 :助左衛門堰)である。横川堰は宮城県の入ナンバ

沢 (横川上流)よ り給水して一枚岩沢に流し、更に一

枚岩沢の水を加え、水路とトンネルで山形県上山市の

寒沢 (萱平川)に流し農業用水として利用されている。

賢者の知恵と執念、そして60年という歳月をかけて明

治14年に完成した横川堰は、他県から農業用水を引い

ている全国唯一の堰であり、往時の苦労が偲ばれる。

戦後60年、これまで無計画な森林伐採が行われてきた

が、稜線沿いのブナの二次林は野性味あふれた自然に

戻りつつある。山形支部は地元の山に腰を据え自然環

境の現状を直視していきたい。    (渡 辺 誠)

山 714-2004・ 11020(第二種郵便物認可)

公募登山報告

十勝岳山頂、三角錐の岩峰を残陽が金色に染めるの

を見上げながら、新妻支部長はじめくくった。「今日

(8月 29日 )の大成功は第 1に天の利、第2に地の利、

第 3は人の和のおかげです」と。素晴らしい天候、美

しい景観は人の力では、どうすることもできない。し

かし人の和は、泥臭く、申して易く、行って困難なこ

とである。それがまた、天候・景観に勝るものであっ

たことを反勿しながら、輪になって、高村光太郎作詞

「歩くうた」の大合唱となった。

北から石狩岳、 トムラウシと来て、美瑛、十勝岳、

そして上ホロカメトック、日勝峠の手前で西へ。この

」ヒ海道の背骨の中でも今回の分水嶺公募登山は真に中

心部を歩くものだった。支部はこの長大な背骨を区分

し、各々その責任者を決めて、刻々と実施しており、

今回は道東地区が担当であった。応募者が首都圏から

の4名 と少なかったことは意外であったが、支部から

は支部長、長谷川事務局長、田島道東担当責任者をは

じめ、14名が参加。前夜祭は十勝岳の懐に位置する白

金温泉の自樺荘で行われ、支部会員心づくしの山の珍

味が振る舞われた。

当日は早朝 4時起床、登山口の望岳台まで車に分乗

し、前夜宴席で支部長が提案した、(A)美瑛富士と

美瑛の鞍部で分水界に突き当たり、分水界をたどって

美瑛岳、十勝岳山頂へ、(B)十勝岳に直登し、ここ

でAと Cを迎える、(C)上ホロカメトック山経由で

分水界を忠実に歩き十勝岳山頂へ、という3班集中形

式での踏査実施となった。高曇りから時間の経過とと

もに大快晴となり、風もなく、360度の眺望は抜群の

一日。それぞれ時間差はあったものの、支部長の待つ

十勝岳山項に無事集結、とっておきのビールやブラン

デーで乾杯し、下山した。この時期の大雪地区の山は、

リンドウ、岩ぶくる、コケモモ、自たま等々、夏の終

わりを告げる花々、そして早くも熟した実がびっしり

付いた草木、火山岩の茶、這松の緑と想像以上に豊か

な彩りのなか、楽しい山行であった。

北海道支部の分水嶺踏査は、アプローチなどを含め

ると実質 2倍近いアタックが必要で、この2000kmに

及ぶ長丁場を支部会員一丸となって実施中の様子がひ

しひしと感じられ、感動した。   (宮 津 公―)
冷水山分岐から水中分水点に向かうチシマザサの藪こぎ

(4)
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分水嶺の四季

東海支部の分担する分水嶺は権兵律神キから野麦峠ま

で、おおまかにいえば木曾山脈の北部と飛馬:キま山脈の南

部を東西に繋ぐ山稜である。東西とはいうものの、太

平洋側の天竜川と木曾川の間へ信濃川上流の奈良井川

が食い込んでいるため、その稜線は大きく屈曲して南

北方向にも走る。稜線上の人とかかわりがある途中の

地点はわずかに3か所、1日中山道が通る鳥居峠、以前

は中京方面から上高地へのメインルートであった境峠、

そして鉢盛山の山頂のみ。人跡稀な山域である。厄介

な区間を割り当てられたものだが、通過困難な岩場な

どはなさそうだから、全区間を切れ日なく踏査するこ

とを前提に計画にとりかかった。割当られた76kmを

15区間に分割し、それぞれにリーダーを委嘱した。

夏、未だ支部の態勢が整わないまま見切り発車、唯

一登山道のある木曾駒北方の稜線を歩いた。当支部担

当区間の最高標高点である行者岩から俯敵すると、分

水嶺の山並みは果てしなく霞の彼方まで続き、何処も

深い森林に覆われて前途多難が予想される一方、やら

ねばならぬと決意を新たにさせられた。

秋、分水嶺踏査委員会を立ち上げ、顔合せを兼ねて

取り付きやすそうな鳥居峠の北側をトレースした。途

切れがちの踏跡はあるも、10数年前のガイドブック

にハイキングコースとして紹介されていた高遠山付近

は完全な藪と化していた。木枯らしが吹いてハラハラ

と降りかかるは初雪か、とよく見ればカラマツの落葉

であった。このあたりは圧倒的にこの樹が多く、山は

黄一色である。

冬、アプローチが難しくなる。稜線までの唯一の手

段はスキー場リフトだ。野麦峠スキー場というものの、

峠とは遠くはなれた鉢盛山麓にある。スキー、スノー

シュー、ワカンとさまざまないでたちで鉢盛山を往復

した。

春、藪山の稼ぎ時、残雪期には何度も入山した。梢

越しに純自の御岳、乗鞍、木曾駒の眺望を楽しみなが

ら、藪こぎよりはマシだと思いつつ無名峰へ向ってラ

ッセルに汗を流す。境峠から西の 4区間、中継点に取

り付けた標識。その標識が順次リレーされて最後に野

麦峠へたどり着いたとき、ビニールに密封してあった

にもかかわらず氷漬けになっていた。 (堀 文昭)

秋の高速山 (1463m)

先人の面影偲ぶ分水嶺

山形支部が担当する中央分水嶺は、山形・宮城県境

の関山峠から山形・福島県境尾根を経て米沢市板谷峠

まであり、実質的な踏査距離は約125km(地形図上の

平面距離は103km)に なり、さらに各地点から分水嶺

までのアプローチ距離85km超を含めると総踏査距離

(5)
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自
然
保
護
全
国
集
会

上
高
地
で
開
催

自
然
保
護
委
員
会
発
足
４０
周
年
記
念
、

第
３０
回
自
然
保
護
全
国
集
会
は
、
９
月

１０
日
（金
）
～
１２
日
（日
）
、
そ
の
設
立
の

原
点
と
も
言
う
べ
き
上
高
地
西
糸
屋
に

て
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
の
各
支
部
よ
り
、
参
加
者
は
１
１
５

名
を
数
え
た
。

４０
周
年
を
期
し
て
、
「日

本
山
岳
会
自
然
保
護
活
動
の
こ
れ
か

ら
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
自
然
保
護

活
動
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
の
活

動
を
見
直
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
統
合

し
て
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
自
然
活
動
の

あ
り
方
を
考
え
る
場
に
す
る
こ
と
を
狙

い
と
し
た
。

１０
日
は
資
料

ｏ
映
像
委
員
会
羽
田
委

員
長
の
協
力
を
得
て
、

８０
年
前
に
撮
影

さ
れ
た
貴
重
な
山
岳
映
像

「昭
和
初
期

の
上
高
地
」
他
の
映
画
が
上
映
さ
れ
る
。

翌
１１
日
は
午
前
中
に
地
元
信
濃
支
部

を
は
じ
め
１１
支
部
か
ら
活
動
報
告
が
あ

っ
た
。
午
後
は
、
ま
ず
平
山
会
長
よ
り

力
強

い
激
励
の
こ
と
ば

（要
旨
は
後

記
）
、
そ
し
て
安
曇
村
上
松
村
長
よ
り
、

「自
然
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
村
全

体
を
護
る
活
動
を
し
て
い
る
」
と
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
映
像
構
成
の

「日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
の
４０

年
」
が
元
理
事
の
山
本
良
三
氏
、
松
本

恒
弘
氏
の
解
説
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
松

方
二
郎
会
長
を
初
代
委
員
長
と
し
て
発

足
し
た
委
員
会
と
全
国
各
支
部
と
の
連

携
に
よ
る
山
の
自
然
を
護
る
数
多
の
活

動
に
、
参
加
者
よ
り
あ
ら
た
め
て
敬
服

の
声
が
あ
が
っ
た
。

後
半
は
、
「日
本
山
岳
会
自
然
保
護

活
動
の
こ
れ
か
ら
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
は
じ
め
に
話
題
提
供
と
し
て
、

永
年
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
江
本
嘉
伸
会
員
に
よ
る
ス
ラ
イ

ド
を
映
写
し
な
が
ら
の

「
モ
ン
ゴ
ル
か

ら
の
発
信
」
が
あ
っ
た
。
ヤ
ク
の
糞
ま

で
燃
料
に
し
て
し
ま
う

「
モ
ン
ゴ
ル
に

は
使
い
捨
て
文
化
は
存
在
し
な
い
」
と

い
う
話
は
高
度
文
明
に
慣
れ
き

っ
た

我
々
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

パ
ネ
ラ
ー
は
、
江
本
氏
、
山
の
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
代
表
の
上
幸
雄
氏
、
会
場
の
西
糸
屋

山
荘
経
営
者
で
信
濃
支
部
会
員
で
あ
る

奥
原
宰
氏
、
東
京
農
業
大
学
大
学
院
生

で
東
京
農
業
大
学
工
ベ
レ
ス
ト

ｏ
ロ
ー

ツ
ェ
環
境
登
山
隊
メ
ン
バ
ー
の
下
嶋
聖

氏
、
山
岳
会
の
同
好
会
山
の
自
然
学
研

究
会
事
務
局
長
、
関
清
氏
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

自
然
保
護
は
か
く
あ
る
べ
き
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
有
益
な
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
参
加
者
か
ら

は
熱
心
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
芳
賀
副
会
長
か
ら
、
「山
岳
会
の

中
に
は
自
然
保
護
委
員
会
は
反
対
運
動

を
す
る
会
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ

れ
は
誤
解
で
あ
る
。
私
は
、
自
然
保
護

委
員
会
が
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
事
を
し

て
い
る
か
を
、
こ
こ
に
参
加
し
て
い
る

１
２
０
人
が
６
千
人
の
会
員
に
対
し
て

訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
い
た

い
。
自
然
保
護
に
対
す
る
関
心
が
薄
い

会
員
は
ま
だ
多
い
、
こ
こ
で
討
議
さ
れ

た
こ
と
を
、
声
を
大
に
し
て
話
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。
さ
ら

に
環
境
省
の
前
国
立
公
園
課
長
で
中
部

地
区
自
然
保
護
事
務
所
に
着
任
し
た
ば

か
り
の
笹
岡
所
長
よ
り
、
行
政
の
立
場

か
ら
の
率
直
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
夜
の
懇
親
会
は
、
信
濃
支
部
よ
り

安
曇
節
も
飛
び
出
し
、
差
し
入
れ
の
地

酒
と
相
侯

っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

１２
日
は
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
分

科
会
と
し
て
３
班
に
分
か
れ
、
信
濃
支

部
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
焼
岳
登
山
、
菊

池
俊
朗
氏
の
解
説
に
よ
る
上
高
地
歴
史

散
歩
、
山
の
自
然
学
研
究
会
案
内
の
自

(6)

爾軍軍W

凩鰊鱚晰夢蟷

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

11月

ルートパーンとグリーン
ストロントラック0グラントト

キナバル山(409罰  〔コ固
ゆつたり登頂と無人島の休日

)～23(日 ) 鴫000円

〔HED
ラバース (498罰   嘔口固

トレック

アリ

(589罰ヨ願と

618,000円(月 )

匡 固〕

1旺E〕

160-0022
アニューズトラベル株漱 社

6-4K N ビル11

一灘
一鮒
難
轟
鐵
一回　
　
　
一



山 714-2004・ 11・ 20(第二種郵便物認可)

然
観
察
会
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
運

営
全
般
に
惜
し
み
な
く
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
信
濃
支
部
な
ら
び
に
山
研
委
員
会
、

資
料

・
映
像
委
員
会
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
、
山
の
自
然
学
研
究
会

の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

〈
平
山
会
長
の
挨
拶
要
旨
〉

●
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
委
員
会
は
、

当
時
の
会
長
松
方
二
郎
氏
の
提
案
に
よ

り
発
足
し
て
４０
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

頃
は
、
１
９
５
６
年
の
マ
ナ
ス
ル
登
頂

に
刺
激
さ
れ
て
登
山
界
は
沸
き
、
国
内

で
も
大
学
山
岳
部
を
中
心
と
し
て
よ
り

困
難
な
ル
ー
ト
を
開
拓
す
る
な
ど
日
本

山
岳
会
に
と
っ
て
は
最
も
華
や
か
な
時

代
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
自
然
保
護
は
い
ま
だ
マ

イ
ナ
ー
な
存
在
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な

時
代
に
現
在
の
自
然
保
護
を
予
見
さ
れ

た
山
岳
会
の
先
達
の
先
見
性
に
は
、
頭

が
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。
今
日
、
自

然
保
護
は
本
会
の
重
要
な
活
動
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
再
生
事
業
、
高
尾

の
森
づ
く
り
、
猿
投
の
森
づ
く
り
な
ど

は
、
日
本
山
岳
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

自
然
保
護
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
日
本
山
岳
会
に
お
け
る
自
然
保
護
活

動
は
登
山
と
対
極
に
あ
る
大
き
な
事
業

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

最
近
の
新
聞
に
、
日
本
は
自
然
保
護

の
先
進
国
と
い
う
記
事
が
載

っ
て
い
ま

し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
自
然
保
護
の
先

進
国
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
実
は
日
本
の
方
が
大
先
輩
な
の

で
す
。
西
洋
は
森
林
を
伐
り
拓
く
こ
と

で
文
化
を
育
て
ま
し
た
が
、
日
本
は
木

を
植
え
る
こ
と
で
文
化
を
育
て
、
森
林

と
人
間
が
深
く
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
自

然
を
守

っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
然
を
た
だ
野
放
し

に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
の
再
生

サ
イ
ク
ル
に
人
間
が
積
極
的
に
参
加
し
、

そ
の
恵
み
を
受
け
る
と
同
時
に
そ
の
恩

に
対
し
て
お
返
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
人
は
今
ま
で
誰
よ

り
も
国
土
を
愛
し
、
自
然
と
共
生
し
、

四
季
を
愛
で
て
き
た
国
民
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
日
本
人
の
感
受
性
こ
そ

美
徳
と
し
て
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
篠
崎
理
事
か
ら
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、

日
本
山
岳
会
の
定
款
に
は
会
の
目
的
と

し
て

「自
然
愛
護
の
精
神
」
が
、
そ
し

て
会
の
事
業
と
し
て

「自
然
保
護
活
動

の
推
進
」
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
自
然

保
護
活
動
は
登
山
と
と
も
に
山
岳
会
の

大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
べ
き
で
す
。

今
、
山
岳
会
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
長
期
目
標
検
討
委
員

会
に
お
い
て
山
岳
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
に
登
山
と
と
も
に
自
然
保
護
は
重

要
な
柱
の
ひ
と
つ
に
す
べ
き
だ
と
答
申

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
地
球
を
子
孫
に
残
す
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
我
々
は
あ

る
い
は
日
本
山
岳
会
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
こ
の
全
国
集
会
の
討
議
が
実

り
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

（熊
野
　
将
）

山
研
プ
チ

・

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
１６
年
度
山
研
プ
チ

ｏ
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
１８
日
（土
）
、
山
研

運
営
委
員
会
主
催
で
、
上
高
地
の
山
研

で
催
さ
れ
た
。
当
日
は
シ
ト
シ
ト
と
秋

雨
が
降

っ
て
い
た
が
福
岡
県
か
ら
７
名
、

新
潟
県
、
石
川
県
、
千
葉
県
、
東
京
都

(7)
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家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  /憮
お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 轟』暉

｀
ね熙、

運璽じ `圏鶴ぬ

プロユングフラウのよく見えるお部屋を    」翻r"★響甲騨転

優先的にご提供。        ‖m｀Clgerりこ`6tN

2.民族料理フォンデューを
ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオ…ナ…、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を,このホテルアイガー滞在を組み入れてご用意します。

落顆
"は

アルフアウェイ
http:〃www.fe‖ ow‐traveLco.ipノ

〒150口0043東京都渋谷区道玄坂2‐ 16¨8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F

Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e‐ma:l alpSWay@fe‖ OW‐ traVel・ CO・ ,p

〒530‐0002大阪府大阪市北区曽根崎新地2‐ 3¨13若杉大阪駅前ビル6F
・
Tlel.(06)6347‐ 8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e口『nai1 0SakaC)fel10W‐ traVel・ 00口 ,p

主催:株式会社フェロ … トラベ ル 機 :悦鼎 腰評

劇LPS鴨翼山
Ⅵ′蠍:

国土交通大臣登録旅行業664号  協賛:ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後援:ス イス政府観光局

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を



山 714-2004・ 11・ 20(第二種郵便物認可)

等
全
国
か
ら
２６
名
の
方
々
が
集
合
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
今
回
が
７
回
日
で
あ
る
。

第
１
回
は
１
９
９
８
年
９
月
２６
日
に
開

催
さ
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
と
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
会
で
あ

っ
た
。
第
３
回
か
ら
演
奏
者
が
変
わ
り

「チ
ロ
ル
音
楽
の
タ
ベ
」
と
し
て
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

「ヤ
ー
ガ
　
・
ハ
イ

ッ
ス

ル
」
の
演
奏
と
な
っ
た
。
演
奏
は
永
谷

義
篤
氏
の
チ
タ
ー
、
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
、

ヨ
ー
デ
ル
と
鈴
木
啓
之
氏
の
ア
コ
ー
デ

オ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ビ
ュ
ッ
ヘ
ル
、

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
、
タ
ー
ラ
シ
ュ
ビ
ン
グ

ン

（コ
イ
ン
回
し
）
、
鈴
木
夫
人
の
ア

コ
ー
デ
オ
ン
、
カ
ウ
ベ
ル
大
中
小
１８
個

に
よ
る
演
奏
と
ま
こ
と
に
豊
か
な
楽
し

い
演
奏
会
と
な
っ
た
。

「シ
ェ
フ
」
坂
本
委
員
を
は
じ
め
山
研

委
員
手
造
り
の
デ
ィ
ナ
ー
と
ワ
イ
ン
を

賞
味
し
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
の
余
韻
が
ま
だ
残
る
な
か
演
奏
者
３

人
そ
れ
ぞ
れ
チ
ロ
ル
地
方
の
民
族
衣
装

を
身
に
纏
い
、
山
中
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
。

ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
で
始
ま
っ
た
。
チ

タ
ー
ソ
ロ
に
よ
る

「カ
ッ
コ
ー
ヨ
ー
デ

ル
」
「
ツ
ァ
ィ
ザ
ル
」
「農
民
の
メ
ヌ
エ

ッ
ト
」
「第
３
の
男
」
と
続
く
。
「第
３

の
男
」
は
映
画
で
は
ア
ン
ト
ン

ｏ
カ
ラ

ス
が
演
奏
し
、
キ
ャ
ロ
ル

・
リ
ー
ド
監

督
が
自
黒
の
フ
ィ
ル
ム
で
描
き
出
す
廃

墟
の
ウ
イ
ー
ン
の
町
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
シ
ー
ン
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
た
。

ジ
ョ
セ
フ

・
コ
ッ
ト
ン
、
オ
ー
ソ
ン

・

ウ
エ
ル
ズ
、
ア
リ
ダ

・
バ
リ
の
名
演
技

が
チ
タ
ー
の
調
べ
と
と
も
に
浮
か
び
、

遠
い
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
。

感
嘆
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
の
は
カ
ウ

ベ
ル
大
中
小
１８
個
に
よ
る
演
奏
だ

っ
た
。

鈴
木
夫
人
が
自
由
自
在
に
操
る
１８
個
の

カ
ウ
ベ
ル
か
ら
演
奏
さ
れ
る
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。
面

白
か
っ
た
の
は

「タ
ー
ラ
シ
ュ
ビ
ン
グ

ン
」
の
中
に
５
フ
ラ
ン
の
コ
イ
ン
を
入

れ
て
の
演
奏
だ

っ
た
。
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

の
豊
か
な
音
色
は
チ
ロ
ル
地
方
の
の
ど

か
な
山
並
を
発
課
さ
せ
た
。
全
員
で

「
ア
ヒ
ル
の
ダ
ン
ス
」
を
踊

っ
て
当
夜

の
演
奏
会
は
終
わ
っ
た
。

翌
日
朝
食
後
の
お
目
覚
め
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
チ
タ
ー
ソ
ロ
に
よ
る

「雪
の
ワ

ル
ツ
」
、
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
で
ヘ
ン
デ

ル
の

「水
上
の
音
楽
」
を
聴
い
て
解
散

と
な
っ
た
。
夜
来
の
雨
も
上
が
り
、
山

へ
行
く
人
た
ち
は
ま
た
の
再
会
を
約
し

て
出
か
け
て
行

っ
た
。
上
高
地
ま
で
多

く
の
楽
器
を
持
参
し
て
演
奏
さ
れ
た
３

人
の
演
奏
者
、
小
川
理
事
を
は
じ
め
山

研
運
営
委
員
の
皆
様
、
お
世
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
管
理
人
の
木
村
夫
妻

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（小
田
　
薫
）

大
平
山
記
念
集
中
登
山

秋
田
支
部
の
設
立
４５
周
年
記
念
登
山

の
第
２
弾
は
、
６
月
２７
日
、
進
藤
、
佐

藤
の
両
顧
問
始
め
、
総
勢
３２
名
の
参
加

会
員
の
も
と
に
、
秋
田
市
の
シ
ン
ボ
ル

霊
峰

・
大
平
山
に
お
い
て
実
施
し
た
。

大
平
山

（奥
岳

・
１
１
７
０
Ｈ
）
へ
の

登
山
コ
ー
ス
は
１１
か
所
あ
る
が
、
今
回

は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
コ
ー
ス
か
ら

自
由
に
登
り
、
奥
岳
山
項
に
正
午
ご
ろ

ま
で
に
集
合
す
る
も
の
と
し
、
最
近
で

は
珍
し
く
な
っ
た
集
中
登
山
形
式
と
し

て
計
画
し
て
み
た
。

結
果
は
、
木
曽
石
、
野
田
、
軽
井
沢
、

宝
蔵
、
旭
又
、
萩
形
の
６
コ
ー
ス
か
ら

登
り
、
予
定
の
通
り
正
午
に
は
、
旭
又

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を

リポー トします。

残
留
組
を
の
ぞ
く
参
加
者
全
員
が
晴
天

の
も
と
に
奥
岳
山
項
に
集
合
し
た
。

山
頂
に
鎮
座
す
る
三
吉
神
社
で
は
、
田

村
宮
司
よ
り
記
念
登
山
の
お
祓
い
を
受

け
、
名
物
の
大
盃
で
お
神
酒
を
乾
し
た

後
、
鈴
木

（裕
）
会
員
作
成
の
記
念
幕

を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
続
い
て
、
隣

接
す
る
参
篭
所
に
お
い
て
若
月
チ
ー
フ

リ
ー
ダ
ー
の
進
行
の
も
と
に
記
念
祝
賀

会
を
開
催
。
支
部
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
、
和
気
あ
い
あ
い
に
親
睦
を
深

め
あ
っ
た
。

下
山
は
木
曽
石
、
旭
又
、
赤
倉
、
萩

形

（沢
と
尾
根
）
の
５
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
き
、
記
念
集

中
登
山
は
無
事
終
了
し
た
。

（佐
々
木
　
民
秀
）

(8)

大平山頂にて

秋
田
支
部



山 714-2004・ 11・ 20(第二種郵便物認可)

東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
旬
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

奈
良
原
町
子
さ
ん
の

死
を
悼
む

村
丼
　
葵

１０
月
１
日
、
奈
良
原
町
子
さ
ん
が
脳

出
血
で
倒
れ
た
と
聞
い
て
耳
を
疑

っ
た
。

６
月
８
日
の
小
倉
茂
暉
さ
ん
の
告
別
式

で
は
弔
間
客
を
精
力
的
に
接
待
し
て
い

た
か
ら
だ
。
彼
女
と
は
学
生
の
時
か
ら

４５
年
の
つ
き
合
い
で
あ
っ
た
。

才
色
兼
備
、
早
稲
田
の
女
子
部
の
な

か
で
も
際
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
現
役

の
頃
は
女
子
部
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
。

僕
も
引
率
者
と
し
て
夏
山
の
縦
走
な
ど

何
度
か
行
動
を
と
も
に
し
た
こ
と
が
あ

る
。
戦
場
さ
な
が
ら
の
過
酷
な
日
々
の

な
か
、
彼
女
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
み
ご

と
に
采
配
を
振
る
っ
て
い
た
。
男
ま
さ

り
の

一
面
も
あ

っ
た
。

日
本
山
岳
会
の

「会
報
」
の
編
集
に

も
長
く
携
わ
っ
た
。
僕
の
前
任
の
伊
藤

倣
さ
ん
、
後
任
の
今
村
千
秋
さ
ん
を
合

わ
せ
る
と
延
べ
１０
年
間
を
山
岳
会
に
奉

仕
し
た
こ
と
に
な
る
。
編
集
の
才
覚
は

群
を
抜
い
て
い
た
。

僕
が
担
当
し
た
４
年
間
は
月
に
１
度

松
庵
の
小
倉
邸
に
集
う
の
が
な
ら
わ
し

で
あ

っ
た
。
小
倉
さ
ん
と
重
子
夫
人
も

加
わ
り
、
議
論
を
重
ね
、
内
容
の
骨
子

を
固
め
て
い
っ
た
。
″読
み
応
え
″
と

″
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
″
を
目
指
し
た
。

充
実
し
た
愉
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
２
人
が
競
う
よ
う
に
逝

っ

て
し
ま
っ
た
。

彼
女
の
住
ま
い
は
小
倉
邸
の
近
く
に

あ
り
、
小
倉
夫
妻
と
は
深
い
交
流
が
あ

っ
た
。
倒
れ
る
少
し
前
の
稲
門
山
岳
会

報
に

″小
倉
さ
ん
の

「ま
あ
ナ
ー
」
″

と
題
し
て
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。
読

み
返
し
て
み
る
と
胸
が
痛
む
。
小
倉
さ

ん
を
敬
愛
し
、
女
子
部
第
１
号
の
先
輩

の
董
子
さ
ん
を
ブ
ー
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で

憚
ら
な
い
つ
き
合
い
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
時
に
は
長
尾
ド
ク
タ
ー
ら
と

中
央
ア
ジ
ア
の
探
検
に
出
、
ま
た
あ
る

時
は
夫
君
の
武
士
さ
ん
と
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
へ
の
旅
を
愉
し
ん
で
い
た
。

僕
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
に
誘
お

う
と
し
て
い
た
矢
先
の
訃
報
だ

っ
た
だ

け
に
残
念
で
あ
る
。

人
も
自
然
も
森
羅
万
象
の
す
べ
て
が

次
元
の
差
こ
そ
あ
れ
、
生
成
消
滅
の
流

れ
の
な
か
に
あ
る
。
人
が
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
た
の
も
、
こ
の
世
か
ら
去
る

の
も
ひ
と
つ
の
流
れ
と
い
う
波
動
に
す

ぎ
な
い
。
理
屈
で
は
そ
れ
が
わ
か
っ
て

い
て
も
達
観
と
か
悟
り
か
ら
は
程
遠
い

自
分
を
知
る
ば
か
り
で
あ
る
。
同
時
代

を
と
も
に
過
ご
し
た
仲
間
を
失
う
と
い

う
現
実
は
、
限
り
な
く
淋
し
く
辛
い
こ

と
だ
。

最
近
の
シ
ェ
ル
バ
事
情

藤
丼
　
正
善

昨
年
と
今
年
の
２
回
に
わ
た
る
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
事
業
委
員
会
主
催
の
シ
エ
ア
遠
征

隊

（カ
ン
グ
リ
シ
ャ
ー
ル
と
テ
ン
ギ

・

(9)
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ラ
ギ

・
タ
ウ
）
に
参
加
し
、
昨
今
の
シ

ェ
ル
パ
た
ち
の
気
だ
て
や
様
子
が
、
最

近
ず
い
ぶ
ん
と
変
化
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
私
の
よ
う
な
、

７０
年
代
に
昔
の
シ

ェ
ル
パ
と

一
緒
に
登

っ
た
中
高
年
登
山

者
か
ら
見
る
と
、
特
に
２０
か
ら
、

３０
歳

代
の
若
い
シ
ェ
ル
パ
の
気
質
が
、
大
き

く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
思
え
る
。

今
年
の
遠
征
隊
で
も
昨
年
と
同

一
の

サ
ー
ダ
ー
が
雇
用
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
シ
ェ
ル
パ
も
５
名
の
う
ち
、
２
名
の

シ
ェ
ル
パ
は
同
じ
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

従

っ
て
、
隊
員
と
の
意
思
疎
通
の
問
題

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
彼
ら
の
強
力
な
体

力
的
サ
ポ
ー
ト
に
は
感
謝
し
た
。
タ
ー

メ
出
身
の
サ
ー
ダ
ー
は
４０
歳
で
、
登
攀

経
験
も
実
績
も
十
分
で
、
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
能
力
に
も
秀
で
た
申
し
分
の
な
い

人
物
で
あ
り
、
彼
に
忠
実
な
若
手
シ
ェ

ル
パ
３
名
を
連
れ
て
来
て
い
た
。

特
筆
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に

登
山
中
出
く
わ
し
た
。
Ｃ
２
か
ら
の
ル

ー
ト
上
に
立
ち
は
だ
か
る
急
峻
な
ラ
ン

モ
チ
ェ
ｏ
り

（６
４
０
０
屑
）
の
雪
氷

壁
が
登
れ
ず
、
次
の
ル
ー
ト
を
検
討
し

て
い
る
時
に
表
面
化
し
た
シ
ェ
ル
パ
世

代
間
の
心
理
的
ギ
ャ
ッ
プ
に
注
視
し
て

み
た
い
。
ル
ー
ト
エ
作
に
行
き
詰
ま
り
、

Ｃ
２
に
帰
幕
し
た
際
、
サ
ー
ダ
ー
と
代

替
ル
ー
ト
の
可
能
性
を
話
し
合

っ
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
言
葉
に
よ
る
と
、

「今
日
の
ル
ー
ト
開
拓
に
あ
た

っ
て
、

ザ
イ
ル
ト
ッ
プ
を
努
め
る
若
い
シ
ェ
ル

パ
に
、
下
か
ら
見
て
左
頭
上
に
あ
る
ハ

ン
ギ
ン
グ

ｏ
グ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
割
れ
目

を
目
指
し
て
、
左
へ
、
左
へ
、
と
ル
ー

ト
を
伸
ば
す
よ
う
指
示
し
た
の
だ
が
、

実
際
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
装
間
の
１
本
の
ル
ン

ゼ
を
真
上
に
向
か
っ
て
登

っ
て
し
ま
い
、

最
後
は
岩
状
ス
ラ
ブ
で
行
き
詰
ま

っ
て

し
ま
っ
た
。
最
近
の
若
い
シ
ェ
ル
パ
で
、

７
千
口
川峰
を
登
れ
る
者
は
数
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
、
８
千
ド川峰
の
有

名
な
山
の
遠
征
隊
に
行
き
た
が
る
。
そ

の
方
が
楽
だ
し
、
収
入
も
よ
く
、
彼
ら

の
キ
ャ
リ
ア
に
も
箔
が
つ
く
の
で
魅
力

で
あ
る
」
と
。

こ
の
言
葉
を
聴
い
た
時
、
私
が
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
の
は
、
カ
タ
ロ
グ
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
の
影
響
が
、
我
々
の
み
な
ら

ず
、
す
で
に
シ
ェ
ル
パ
の
領
域
に
ま
で

達
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
サ
ー
ダ
ー
の

言
う
、
７
千
属
峰
が
登
れ
な
い
と
は
、

未
踏
の
ル
ー
ト
が
登
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
古
い
世
代
と
新
し
い
世

代
の
中
間
に
位
置
す
る
彼
に
と

っ
て

（サ
ー
ダ
ー
役
に
と
っ
て
）
、
難
し
い
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
る
様
子
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
下
山
後
、

マ
ガ
ー
ル
族
現
地
人
と
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
等
の
商
業
遠
征

隊
に
参
加
し
て
、
サ
ウ
ス
コ
ル
に
１
回

登
る
と
、
３
千
か
ら
５
千
ル
ピ
ー
の
ボ

ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
、
個
人
装
備
も
外

国
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
支
給
さ
れ

る
等
の
特
典
が
あ
り
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
経
由
の
小
さ
な
遠
征
隊
に
は
、
あ
ま

り
魅
力
を
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言

わ
れ
た
。
確
か
に
、
支
給
装
備
に
関
し

て
は
、
今
後
、
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

を
通
じ
、
登
山
許
可
の
申
請

ｏ
入
手
か

ら
隊
荷
の
通
関
や
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
の

雇
用
ま
で
包
括
す
る
契
約
が
普
遍
化
す

る
今
日
、
シ
ェ
ル
パ
ヘ
の
個
人
装
備
支

給
規
則
も
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
８
万

ル
ピ
ー
を
支
払
い
、
隊
の
代
理
履
行
を

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
従

っ
て
、

シ
ェ
ル
パ
た
ち
が
身
に
着
け
て
い
る
装

備
の
ほ
と
ん
ど
は
か
な
り
老
朽
化
し
て

い
る
か
、
現
地
産
の
粗
悪
コ
ピ
ー
商
品

の
も
の
が
目
立

っ
た
。
隊
に
と
っ
て
は
、

こ
の
包
括
契
約
方
式
の
ほ
う
が
経
済
的

か
も
し
れ
な
い
が
、
時
間
経
過
に
伴

っ

て
、
シ
ェ
ル
パ
の
安
全
性
を
も
脅
か
す

一
因
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

シ
ェ
ル
パ
ヘ
の
給
料
支
払
い
も
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
と
シ
ェ
ル
パ
間
で
の
契
約

と
な
っ
て
お
り
、　
一
方
で
シ
ェ
ル
パ
特

有
の
仲
間
外
れ
に
し
な
い
と
い
う
文
化

背
景
を
考
慮
す
る
と
、
隊
と
し
て
は
成

果
報
酬
等
の
雇
用
政
策
も
立
て
に
く
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
シ
ェ
ル
パ
に
と
っ
て

不
利
な
状
況
は
、
雇
用
の
需
給
関
係
が

改
善
し
な
い
限
り
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

側
に
有
利
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
ネ
パ

ー
ル
政
府
は
観
光
産
業
発
展
の
た
め
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
振

興
策
を
採

っ
て
い
る
つ
も
り
か
も
し
れ

な
い
が
、
私
に
は
、
そ
の
恩
恵
配
分
は

シ
ェ
ル
パ
に
は
少
な
く
、
中
間
業
者
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
大
き
く
な
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
最
近
の
若
い
シ
ェ

ル
パ
の
登
攀
技
術
の
向
上
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
主

催
す
る
ネ
パ
ー
ル
現
地
で
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
登
山

家
に
よ
る
ア
ル
プ
ス
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
訓
練
が
、
彼
ら
の
レ
ベ
ル
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、　
一
部
の
シ
ェ
ル
パ
に
は
、
読
み

書
き
の
語
学
能
力
も
備
え
た
文
武
両
道

に
長
け
た
者
が
認
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す

グ
ロ
ー
バ
リ
ー
化
す
る
環
境
に
対
応
し

て
ゆ
く
姿
勢
が
覗
え
る
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
街
道
の
ロ
ブ
チ
ェ
に
は
デ
ィ
ス
コ
テ

イ
ッ
ク
ま
で
出
現
し
、
ポ
ー
タ
ー
ま
で

も
が
デ
イ
ス
コ
で
踊
る
昨
今
で
あ
る
。

(10)
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遺伝子に負けないために

上小牧 憲寛

本コラム欄も40回 目を迎えようとしています。コ

ラム欄は医療委員会のHPで通覧できますが、その

中で、私がもっとも興味を惹かれたものは、大野秀

樹氏の「登山隊員は遺伝子で選別される ?」 でした。

アンギオテンシン変換酵素 (ACE)の遺伝子型II型

の登山家にはエヴェレストに無酸素登項できる人が

多いが、DD型の登山家の中には無酸素登項できた

人が 1人 もいないという報告です。

私の住んでいる栃木県でもACEの遺伝子型を調

べてみました。DD型の人は登山家の中にはなかな

かいませんでした。ところが、何と私自身の遺伝子

型がDD型だったのです。それからというもの、

ACEについて研究をしました。その結果、私の考

えは次のようになりました。

まず、初めに登山家 とACEの 話 を始めたMoし

gomewら によれば、ACE酵素活性の高いDD型が高

所に登れないのは、持久力が劣るからだそうです。

しかしその後の研究者の報告は、DD型は持久力が

ないという報告と、あるという報告は、概ね半々で

す。DD型である私自身、栃木県内の駅伝に出場し、

2回区間賞を取ったこともありますし、昨年は登山

マラソンで青年の部で 2位になりました。DD型に

持久力がないという意見には賛成できません。しか

し、DD型が高所に弱いという意見は否定しません。

1998年、ムスターグ・アタ (7456m)に なんとか登

頂できた私は、視力低下に陥り、凍傷と低体温症を

患って、皆に迷惑をかけたからです。

では、DD型の人はどうしたら安全に高所登山を

楽しめるのでしょう。大野氏が書かれている通り、

ACEに は様々な働きがありますが、総じて血管を

収縮させる働きがあります。つまり、ACE遺伝子

がDD型の登山者では、血管を収縮させる機能が強

いと考えられます。私はそれが高所で悪さをするも

のと考えています。そこで、血管を拡張させるよう

にすると、ACEの良くない効果を減弱させられる

と推測したのです。

ボディービルダーはコンテス トの前にサーキッ

ト・トレーニングをすると聞いたことがあります。

骨格筋内の血管が拡張し、筋肉がよりたくましく見

えるようになるからだそうです。つまり、骨格筋の

有酸素運動は筋内の血管を拡張させるのです。高所

登山を目指す私もサーキット・ トレーニングやラン

ニングを欠かしません。

もし、それでも不十分ならば、 ドーピングかもし

れませんが、血管を拡張させる薬剤を内服するとい

う手もあります。現在、高所肺水腫の第一選択薬と

なっているのが血管拡張作用の強力なニフェジピン

ですが、ACE阻害剤やアンギオテンシン・レセプタ

ー・ブロッカー(ARB)が DD型の登山者の高所障害

に有効なのではないかと私は考えています。しかし、

これはあくまで仮説で、証明された訳ではありませ

ん。強調したいことは、遺伝子型で駄目と決めつけ

るのではなく、良くない遺伝子を持っていても登る

ためには何が必要か考えるべきであるということで

す。

平
成
１６
年
度

「海
外
登
山
基
金
助
成
登

山
計
画
」
募
集

海
外
登
山
基
金
委
員
会

日
本
山
岳
会
は
登
山
界
の
活
性
化
を
目
指
し

て
優
れ
た
海
外
登
山
計
画
に
対
し
て

「海
外
登

山
基
金
」
に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１６

回
日
と
な
る
今
年
も
、
困
難
を
求
め
て
の
挑
戦
、

発
想
の
新
し
さ
、
夢
多
い
計
画
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
登
山
計
画
を
支
援
し
た
い
、と
考
え
て
い
ま
す
。

登
山
と
い
っ
て
も
多
様
な
ス
タ
イ
ル
と
発
想

が
あ
り
ま
す
。
単
に
頂
上
を
目
指
す
に
と
ど
ま

ら
ず
、
新
た
な
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
も
、
新

世
紀
の
登
山
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
溢
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
挑
戦
を
歓
迎
し
た
い
、
と
考
え
ま
す
。

単
独
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
問
い
ま
せ
ん
。
奮

っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
平
成
１７
年
２
月
１
日
～
１８
年
１
月
末

に
海
外
の
山
へ
出
発
す
る
登
山
隊
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
様
式

（本
会
事
務
局
に

請
求
く
だ
さ
い
）
に
記
入
し
、
登
山
計
画
書
（１５

通
）
を
添
え
て
申
請
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
平
成
１７
年
１
月
１５
日

●
審
査
と
助
成
期
間
　
平
成
１７
年
１
月
中
に
審

査
、
２
月
の
理
事
会
で
決
定
し
、
助
成
。
な
お
、

対
象
と
な
っ
た
登
山
隊
は
後
日
、
登
山
報
告
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
助
成
金
総
額
　
１
６
０
万
円

＊
問
合

・
申
込
　
日
本
山
岳
会
事
務
局
ま
で

(11)
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図 書 紹 介

斎
藤
晋

・
著

『谷
川
岳
の
自
然
』

山
登
り
も
多
様
化
し
て
き
て
、
い
ろ

い
る
の
登
山
が
あ
る
よ
う
だ
。
本
書
の

内
容
を
反
勿
し
な
が
ら
谷
川
連
峰
を
登

る
こ
と
も
、
山
の
楽
し
み
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
写
真
を
撮
る
、
ス
ケ
ッ
チ
を

す
る
、
植
物
を
楽
し
む
、
な
ど
の
よ
う

に
、
で
あ
る
。
山
で
目
の
前
の
登
り
を

闇
雲
に
や
っ
つ
け
る
、
そ
れ
は
時
代
も

年
齢
も
、
わ
れ
わ
れ
中
高
年
の
山
登
り

に
は
過
ぎ
し
日
の
こ
と
で
あ
る
。

著
者
は
谷
川
岳
と
そ
の
周
辺
の
自
然

を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
学
者
の
そ

の
膨
大
な
蓄
積
と
比
べ
て
、　
一
般
の
中

高
年
登
山
者
が
、
同
じ
こ
と
は
で
き
な

い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

幸せを呼ぶ鳥 版画 0奥野渓石

こ
の
本
を
片
手
に
、
地
形
や
地
質
、
動

植
物
の
こ
と
を
観
な
が
ら
登

っ
て
み
た

ら
、
ど
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
巡
ら
せ
て
く

れ
る
本
だ
。
谷
川
岳
を
中
心
に
し
た
山

域
の
学
術
的
な
業
績
、
書
名
、
年
度
な

ど
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
著
者
の
野
心

も
伝
わ
っ
て
く
る
。

（大
船
　
武
彦
）

２
０
０
４
年
２
月
　
上
毛
新
聞
社
発

行
　
３
０
０
ギ
　
ー
６
０
０
円

コ
Ｏ
σ
０
０
０
０
ヽ
″
ロ
ロ
「
Ｑ
巨
「コ
一署
一

『″≧
０
ヨ
０
コ
０
コ
エ
一ｍ
〓
・「
一０
コ
０
０
「０

〇
一
一≦
Ｏ
Ｃ
コ
計０
一コ
０
０
コ．コ
ｍ
』

「な
ぜ
山
に
登
る
の
か
」
、
と
り
わ
け

自
然
を
相
手
に
命
の
や
り
と
り
が
求
め

ら
れ
る
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
登
山

を
志
す
人
間
の
心
に
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は

一
九
世
紀
の
初
め
か
ら
二
〇

世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
、
第

一
線
で
活

躍
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
の
女
性
登

山
家
の
記
録
や
社
会
背
景
を
、
彼
女
ら

の
心
情
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

「女
性
は
男
性
の
庇
護
の
下
で
し
か
生

活
で
き
な
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ビ

ク
ト
リ
ア
朝
時
代
。
男
性
の
間
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
ス
イ
ス

・
モ
ン
ブ
ラ
ン
の

初
登
頂
争
い
は
１
７
８
６
年
に
収
束
し

た
が
、
そ
れ
か
ら
２２
年
目
の
１
８
０
８

年
、
女
性
と
し
て
初
の
登
項
に
成
功
し

た
マ
リ
ア

・
パ
ラ
デ
ィ
ス
。
驚
く
べ
き

こ
と
に
、
コ
ル
セ
ッ
ト
と
ロ
ン
グ
ス
カ

ー
ト
を
身
に
ま
と
い
、
女
性
初
登
項
を

計
画
し
た
男
性
た
ち
に
請
わ
れ
て
の
登

頂
だ

っ
た
。
彼
女
は
成
功
を
機
に
名
声

と
金
を
得
た
が
、　
一
方
で
そ
の
功
名
心

と
も
受
け
取
ら
れ
る
動
機
に
対
し
て
批

判
を
浴
び
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
…
…
。

そ
の
ほ
か
、
自
分
の
意
志
で
登
山
を

志
し
、
情
熱
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う

に
山
へ
傾
倒
し
て
い
っ
た
ヘ
ン
リ
エ
ッ

タ

・
ダ
ン
ジ
ェ
ビ
ル
や
ル
ー
シ
ー

・
ウ

ォ
ー
カ
。
社
会
的
通
念
を
打
ち
破
り
、

批
判
に
も
負
け
ず
に
思
い
を
貫
き
通
し

た
生
き
様
が
印
象
的
だ
。
二
〇
世
紀
に

入
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
ア
ラ
ス
カ
な
ど
空

白
地
帯
に
情
熱
を
傾
け
た
フ
ァ
ニ
ー

・

Ｂ

・
ワ
ー
ク
マ
ン
や
ド
ラ

ｏ
キ
ー
ン
。

社
会
を
巻
き
込
ん
で
夢
を
実
現
さ
せ
て

い
く
、
ひ
と
り
の
探
検
家
と
し
て
の
思

い
と
力
量
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

著
者
の
レ
ベ
ッ
カ

・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
米

国

・
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
在
住
の
作

家
。
自
身
も
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を
愛
好

し
、
自
然
や
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し

た
執
筆
や

『Ｔ
ｈ

ｅ

Ｃ

ｏ
ｕ
ｒ
ｉ

ｅ

ｒ
』
誌
の
編
集
長
を
務
め
る
。

（恩
田
　
真
砂
美
）

２
０
０
２
年
　
り
ｏ
ｏ
一ｏσ①
「①置
ｏけ聟
①∽∽

発
行
　
２
５
８
ギ
　
２２

。
９５
ｕ。Ｓ．ド
ル

舟
橋
栄
子

・
編

『ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
自
い
風
』

ネ
パ
ー
ル
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
と

き
の
こ
と
だ
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
な
か
に
、

と
び

っ
き
り
元
気
な
女
性
が
い
た
。
薄

い
空
気
の
な
か
を
ビ
デ
オ
撮
影
の
た
め

の
重
い
機
材
を
担
い
で
走
り
回
っ
て
い

た
。
舟
橋
さ
ん
だ

っ
た
。
し
ば
ら
く
た

ち
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
挑
戦
し
た
と

聞
い
た
。
今
度
は
ア
コ
ン
カ
グ
ア
を
走

り
回

っ
た
よ
う
だ
。

南
米
の
最
高
峰
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
ヘ

の
登
頂
記
録
で
あ
る
。
２
０
０
２
年
か

ら
３
度
の
挑
戦
で
、
こ
と
し
１
月
、
よ

う
や
く
登
項
し
た
。
６
キ
ロ
に
も
な
る
ビ

デ
オ
機
材
を
担
い
で
の
登
項
で
あ
る
。

同
行
し
た
仲
間
が
共
同
執
筆
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
を
綴

っ
て
い
る
。
訓
練
の

た
め
６０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
た
話
。

途
中
で
手
首
を
骨
折
し
ギ
ブ
ス
を
つ
け

て
登

っ
た
話
。
み
ん
な
高
山
病
に
苦
し

み
な
が
ら
、
長
大
な
砂
礫
の
斜
面
を

黙
々
と
登

っ
た
。
そ
こ
に
登
頂
へ
の
執

念
を
感
じ
た
。

登
山
基
地
と
な
っ
て
い
る
メ
ン
ド
ー

サ
で
民
宿
を
経
営
し
て
い
る
増
田
四
郎
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９
月
理
事
会

日
時
　
９
月
８
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
贄
田
、
田
村
、
鈴
木
、
野
口
、

石
田
、
篠
崎
、
鳥
居
各
理
事
、
内
田
監

事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、
西
村
、
小
倉
（董
）
、

重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
黒
川
、
大
蔵
各
理
事
、　
一
カ

監
事

【審
議
事
項
】

１
　
長
期
目
標
検
討
委
員
会
提
案
事
項

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山

●
実
行
に
移
す
方
向
で
検
討
す
る
。

●
正
副
会
長
で
具
体
化
の
た
め
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
を
作
る
。

●
理
事
会
と
は
別
途
本
件
だ
け
の
検
討

会
を
行
う
。

●
そ
の
他
提
案
事
項
は
メ
モ
で
会
長
ヘ

提
出
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
計
画

芳
賀

５
月
の
理
事
会
提
案
の
募
金
案
と

一

部
変
更
が
あ
る
。
有
力
会
員
の
募
金
で

１
万
円
×
１
０
０
名
は
、
２
万
円
×
１

０
０
名
と
す
る
。
ま
た
、
大
学
山
岳
部

Ｏ
Ｂ
会
の
募
金
は
、
大
学
山
岳
部
へ
の

募
金
と
訂
正
す
る
。
早
急
に
募
金
趣
意

書
お
よ
び
申
込
書
を
作
り
配
布
す
る
。

（承
認
）

３
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
予
算

橋
本

実
施
予
定
の
項
目
に
落
ち
度
が
な
い

か
を
再
検
討
し
、
収
入
お
よ
び
支
出
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
、
新
予
算
案
を
作

成
し
、
再
度
理
事
会
に
提
案
す
る
。

４
　
織
内
氏
、
福
田
氏
の
ピ

ッ
ケ
ル
寄

託
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

大
町
山
岳
博
物
館
へ
の
寄
託

（承
認
）

５
　
高
峰
登
山
調
査
用
紙
統

一
に
関
す

る
広
告
出
稿
の
件
　
　
　
　
　
　
藤
本

山
岳
４
団
体
で
広
告
を
山
と
渓
谷
、

岳
人
に
出
稿
す
る
。
当
会
で
６
万
１
千

円
負
担
す
る
。
　
　
　
　
　

（承
認
）

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
会
報

『山
』
９
月
号
の
内
容

今
村

Ｋ
２
５０
周
年
が
ト
ッ
プ
記
事
で
あ
る
。

な
お
、
フ
ィ
ス
コ
ｏ
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏
の

追
悼
文
に
つ
い
て
、
在
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

の
谷
氏
に
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏
の
遺
言
を
掲

載
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び

を
し
た
。
ま
た
、
自
神
山
地
と
猿
投
の

森
に
つ
い
て
題
日
と
本
文
が
逆
に
な
っ

て
い
た
件
に
つ
い
て
も
お
わ
び
を
し
た
。

２
　
台
湾
玉
山
登
山
招
待
　
　
　
藤
本

日
本
山
岳
会
か
ら
岐
阜
支
部
の
会
員

な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３
　
２
０
０
６
年
度
支
部
懇
談
会
案
内

藤
本

別
紙
の
と
お
り
３
日
間
で
案
内
が
来

て
い
る
が
、
２
日
間
に
ま
と
め
る
よ
う

福
井
支
部
に
申
し
入
れ
た
。

４
　
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
隊
Ｋ
２
に

登
頂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

８
月
７
日
、
４
名
が
登
項
に
成
功
し

た
と
の
連
絡
が
当
会
に
入
っ
た
。

５
　
日
本
山
岳
会
会
旗
を
支
部
へ
配
布

藤
本

宮
崎
支
部
よ
り
要
請
が
あ
り
、
有
料

配
布
と
す
る
。
現
在
総
務
委
員
会
で
見

積
り
依
頼
中
。

６
　
東
京
都
山
岳
連
盟
耐
久
レ
ー
ス
後

援
依
頼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

名
義
後
援
承
認

７
　
『山
岳
』

記
事
転
載
依
頼
　
藤
本

①
同
志
社
大
学
山
岳
会
、
②
名
渓
堂
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認

８
　
学
生
部
ム
ス
タ
ン
遠
征
報
告

鳥
居

マ
オ
イ
ス
ト
に
よ
る
影
響
も
な
く
、

予
定
通
り
行
動
中
で
あ
る
。
９
月
に
は

結
果
判
明
。

９
　
日
本
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
カ
ラ
コ

ル
ム
会
議
開
催
の
通
知

１０
　
そ
の
他

①
自
然
保
護
全
国
集
会
　
　
　
　
篠
崎

９
月
１０
～
１２
日
、
上
高
地
に
て
参
加

者
約
１
０
０
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

②
関
西
支
部
７０
周
年

。
日
本
山
岳
会
１

０
０
周
年
の
西
チ
ベ
ッ
ト
学
術
登
山
隊

２
０
０
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
林

９
月
３
日
、
パ
チ
ュ
ム
ハ
ム
初
登
項

成
功
。
河
口
慧
海
ル
ー
ト
の
確
定
と
踏

査
成
功
。
引
き
続
き
ギ
ャ
ン
ゾ
ン
カ
ン

等
登
山
中
。
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◆
１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
で
の
突
然
死
を
考
え
る
」

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会

登
山
者
の
高
齢
化
に
伴
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
山
で
の
突
然
死
の
増
加
、
医

療
委
員
会
で
は
１
０
０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
突
然
死
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
国
内
外
の
突

然
死
症
例
の
死
亡
原
因
な
ど
に
つ
い
て
、

話
し
合
う
形
式
で
行
い
ま
す
。
わ
か
り

や
す
く
、
今
後
に
役
立
つ
内
容
で
す
の

で
、　
一
般
登
山
者
、
医
療
関
係
者
、
ガ

イ
ド
の
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
程
　
２
０
０
５
年
１
月
２０
日
囚
１８
時

３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
東
京
体
育
館

（Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷

駅
前
×
入
場
無
料
）

申
込
　
１２
月
末
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
は
が
き
で

以
下
宛

（〒
１
０
２
１
０
０
８

１
　
千
代
田
区
四
番
町
５
１
４

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会

□
０
３
１
３
２
６
１
１
４
４
４
１

回
」８
口
言
〕①
Ｑ
◎
く
一摯
〇
〇
・８
む
）

＊
座
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
申
し
込

み
も
可
。

問
合
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
医
療
委
員

会

・
野
口
い
づ
み

（□
０
４
２

４
１
６
３
１
２
８
７
１
　
回
一”
０

日
言
〕①Ｑ
◎
く
単
μｏ
ｏ
・ｏｏ
・ピ
）

■
会
員
異
動

物
故

崎
田
　
熙

（３
０
８
４
）
０４

ｏ
４

・
２２

富
田
健

一

（１
６
１
５
）
０４

ｏ
７

・
２４

川
津
鐵
祀

（４
９
２
９
）
０４

・
７

・
２８

松
井
美
恵
子
（９
２
４
９
）
０４

・
９

。
１９

島
根
康
郎

（４
２
５
４
）
０４

。
９

・
２５

退
会

山
中
　
茂

（５
４
１
７
）

島
津
慶
子

（５
５
４
０
）

川
見
博
美

（８
９
２
５
）
京
都

終
身
会
員

市
川
次
良

（５
０
６
８
）

改
名

小
島
淳
子
（１
１
２
９
１
）
↓
坂
下
淳
子

１
日
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

２

日

６

日

７

日

８

日

９

日

１０

日

１３

日

１４

日

１８

日

２１

日

９
″
コ
ヨ

９
“
ｒ
匡

２４

日

ｏ
ё

■
コ

９
“
ｒ
Ｅ

Ｏ
υ
■
コ

９
“
Ｆ
Ｅ

Ａ
Ｕ

■
コ

ｏ
Ｏ

Ｆ
Ｅ

16 15
日 日

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

自
然
保
護
連
絡
会
議

総
務
委
員
会

常
務
理
事
会
　
図
書
委
員
会

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
休
山
会

山
想
倶
楽
部

山
の
自
然
学
研
究
会

佃ｖ．△
ム

資
料

・
映
像
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

山
研
委
員
会
　
事
業
委
員
会

二
火
会

三
水
会

科
学
委
員
会
　
１
０
０
周
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

ゆ
き
わ
り
会

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

百
年
史
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

ｍｗ△
ム

新
日
本
山
岳
誌

１
０
０
周
年
式
典
委
員
会

常
務
理
事
会

自
然
保
護
委
員
会
　
九
五
会

山
遊
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

青
年
部

９
月
来
室
者
５６７
名

¨
編
集
後
記
¨

●
今
年
は
台
風
の
上
陸
数
が
観
測
史
上

最
高
と
な
り
、
各
地
で
大
被
害
が
出
ま

し
た
。
ま
た
先
日
の
新
潟
県
中
越
地
震

で
は
小
千
谷
市
な
ど
を
中
心
に
大
変
な

被
害
を
出
し
、
ま
だ
余
震
が
続
い
て
い

ま
す
。
会
員
お
よ
び
関
係
者
に
も
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
学
生
部
の

「ム
ス
タ
ン
遠
征
」
は
今

月
号
の
巻
頭
に
あ
る
よ
う
に
無
事
終
了

し
、
関
西
支
部
の

「西
チ
ベ
ッ
ト
学
術

登
山
隊
」
も
パ
チ
ェ
ン
ハ
ム
な
ど
２
峰

の
初
登
項
と
河
口
慧
海
の
足
跡
調
査
等
、

当
初
の
目
的
を
は
た
し
て
帰
国
し
ま
し

た
。

●
来
年
は
い
よ
い
よ
会
創
立
１
０
０
周

年
の
年
で
す
。
各
支
部
に
お
願
い
し
て

い
る
中
央
分
水
嶺
の
踏
破
の
ほ
か
、
会

員
公
募
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
も
あ
り
ま
す
。

会
員
全
員
で
記
念
行
事
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。
　

　

　

　

（今
村
　
千
秋
）
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